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Profile

• 早稲田大学スポーツ科学研究科修了。米シアトルでパーソナル
トレーナー研修に参加。帰国後、都内パーソナルトレー二ングジム
にてトップアスリートをはじめ多くの著名人の肉体改造に携わる。

• 2010年デポルターレクラブを立ち上げ、2011年にパーソナルト
レーニングジム、2014年にコートヤードHIROOにてデポルターレヨ
ガ、デポルターレケアをオープン。ウェルネス以上、メディカル未
満の領域で、クライアントの進化に日々携わる。

• この10年で獲得したナレッジとテクノロジーズを掛け合わせ、
日本でそして世界で「健康革命」を起こすべく、株式会社デポル
ターレ・テクノロジーズを創設。

• 著書に『外資系エリートがすでにはじめているヨガの習慣』
（ダイヤモンド社）、『ビジネスアスリートのための腸コンディ
ショニング』（パブラボ）、『「1日1分」を続けなさい！一生太ら
ない“神”習慣』（世界文化社）、『ビジネスエリートが習慣にして
いる自己マネジメント術 男のヨガ』（朝日新聞出版）、『ビジネ
スアスリートが実践する最強のリカバリー術』（光文社）、『超人
のつくり方』（主婦の友社）がある。





ウェルネス以上メディカル未満
Market

各種バイオロジカル検査による
パフォーマンスアップ・食事栄養指導・サプリメンテーション等

メディカルフィットネスの
最先端施設「スコール金沢」と業務提携

パーソナルトレーナーや
低酸素ジム等の最先端ファシリティーによる

トップレベルの健康・運動指導





2014.6
コートヤードHIROOにて
デポルターレヨガ、デポルターレケアをオープン

東京都渋谷区広尾にある「コートヤードHIROO」に、
デポルターレヨガとデポルターレケアをオープン。
伝統的なヨガをベースにしつつ、最先端のスポーツ

科学に基づくトレーニングのノウハウも応用。常温ヨ
ガはもちろん、ホットヨガも充実している。

2010.5
デポルターレクラブ設立

2011.5
パーソナルトレーニングジムを
東京都港区西麻布にオープン

2012.10
現在の場所へ拡大移転



2018
浦田クリニック/スコール金沢と業務提携開始

石川県金沢市にある、メディカルフィットネスの
最先端施設「スコール金沢」と業務提携。予防医療の
分野において、医療とトレーニングを連携させた施設。
クリニック、人間ドック検診センター、メディカル
フィットネス、天然温泉、アロマトリートメント、
健康カフェを併設し、人々の健康をトータルにサポー
トしている。デポルターレクラブは、
スコール内トレーニングゾーンの人材育成および
トレーニングメニュー開発などをサポートしています。

2019
ASICS Sports Complex TOKYO BAY と業務提携開始

日本の大手スポーツメーカーASICSが、世界最大級の
都市型低酸素環境下トレーニング施設（東京都江東区
豊洲）をオープン。フィットネスジムだけでなく、
プール、スタジオ、ケアルームを併設。
多くのプロスポーツ選手が通っており、デポルターレ
クラブはジムエリアにおけるトレーニングのトータル
コーディネートおよびフィットネススタジオの運営を
中心としてサポートをしています。



Deportare Club  
Trainers

SAMURAI BLACK
最上級の黒子

パーソナルトレーニング日本代表



2020.7.1 株式会社デポルターレ・テクノロジーズ 設立



世界中全ての人に
健康習慣と進化を届ける

Mission

健康革命
Goal



私達が取り組む課題は、日本、世界が抱える大きな社会問題
解決したい課題

①増加し続ける社会保障費
・労働人口の減少 一人当たりの負担額増加

②人生100年時代への突入
・健康寿命の増進
・学び直す環境の整備

③COVIDー19等による健康意識の変化
・コロナ渦をきっかけに７割の回答者が
「健康意識が変化した」とする調査あり。
・テレワーク推進による新たな健康課題

(メンタルヘルス、生活習慣病)

課 題



リアル テクノロジー

Deportare Club Deportare
Technologies

トップアスリート／アーティスト／経営者のコンディショニングに10年以上
携わってきたことによって獲得してきた知見やノウハウを

テクノロジーを使ってスケールしていく

300 Club

我々が提案する解決策



デポルターレクラブのコアメソッド

「約束と習慣」
そこで培われたナレッジをデジタルの力で解放していきます



健康管理のエキスパート“ヘルスケアカタリスト”の増殖
我々が提案する解決策

体と心の両面から人を健康に変えていくスペシャリスト“ヘルスケアカタリスト”
人々に寄り添い働きかけ、健康に対する意識づけに影響を与える者

1人あたり40人をみるヘルスケアカタリストを300万人つくれば、日本国民全員をカバーできる。



e-learningを活用しデポルターレメソッドを教育・資格化
実践的なスキルを持った指導者を育成

ヘルスケアカタリストカレッジ開校（2021年春）

規程のオンライン授業やセミナーを受講し、資格認定試験に合格した者に
デポルターレクラブが定めた独自の民間資格“ヘルスケアカタリスト”を発行

トレーナー以外に医師や経営者
アスリートなど幅広くコンテンツを拡充

「ヘルスケアカタリスト」の認定資格を授与



BENEFIT

資格習得後のフォローとして
最先端の情報提供や就労機会を提供



総合型地域スポーツクラブへの活用案

アマスポーツ
団体

商店街

民間企業
金融機関

日本の学校は
世界的にみても
優れた施設が多い

地域住民

プロスポーツ
チーム

学習塾

エンター
テインメント

オンライン
トレーニング

指定管理業者

ヘルスケアカタリスト
カレッジを通じた
人材育成

大人
子ども

高齢者

幼い頃から健康に向けた
習慣化を身につける。

能力向上

学童や部活がわりの利用も。子どもがスポーツ中には
カフェ利用など

健康維持や
スポーツ・文化活動

参加

健康寿命を伸ばす

結果的に、医療費削減へ

大学
研究室

就職=食べていける
生きた力をつける

正しい知識を持つ人
材育成
↓

アルバイト雇用など学生

総合型地域スポーツクラブで働く人材育成に“ヘルスケアカタリストカレッジ”を導入し
指導者の確保/質の向上・体系化を図る

「約束と習慣」を軸にしたサステナビリティのある人材育成の実現
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